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明治期に於ける富山県下公立小学校の

英語（外国語）加設状況について

田　中　慎　也

　本稿は，『人文科教育研究XV』所収の拙稿「明治期に於ける神奈川県下公立小学校と英語（外

国語）教育一言語教育政策史研究一」の継続研究として，富山県下の公立高等小学校（尋常高等

小学校を含む）でどのような英語（外国語）加設状況があったかを，富山県学事年報ωにより考

察したものである。

1　年度別加設状況

富山県の年度別加設状況を示したのが第1表である。

第1表 富山県公立高等小学校（尋常高等小学校を含む）年度別英語加設校数表
科
目
年
度
英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農業・商業・英語 手工・農業・英語 手工・商業・英語 手工・農業商業・英語

合計

組
合
せ
数

明治34 9 1 1 11 （3）

35 10 1 11 （2）

36 12 2 14 （2）

37 5 3 1 2 3 1 15 （6）

38 4 4 1 3 4 16 （5）

39 4 2 2 12 3 23 （5）

40 10 1 6 8 4 29 （5）

41 11 5 1 4 12 1 34 （6）

42 2 3 1 6 23 1 36 （6）

43 3 1 6 22 4 36 （6）

44 2 2 5 22 2 33 （6）

計 53 34 11 38 106 16 258

（注）富山県統計書巻之三より作成

この第1表から次の諸点が判明する。

①明治34～36年度までは「英語」が主であった。

②明治37～38年度に「手工・英語」「農業・英語」「手工・農業・英語」に分散した。
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③明治39年度以降「手工・農業・英語」が急増した。

④「商業・英語」は一貫して少なかった。

⑤加設校数のピークは明治42，43年度であった。

2　年度別に見た地域別加設校数

次にこれを富山県下地域加設校数の年度別表にしたものが第2表である。

第2表富山県下地域別英語加設校数年度別表

　
年
度
地
区
名

明
治
3
4 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

上新川郡 3 2 4 4 4 4
中新川郡 1 1 3 3 3 4 4 3 4 4 3
下新川郡 1 1 2 1 1 2 4 3 4 4 3

婦負郡 1 1 1 2 3 4 4 3

射水郡 3 3 3 3 4 5 5 4 5 4 4

氷見郡 1 1 1 1 1 1 1 1
東礪波郡 3 3 4 4 4 5 4 8 5 6 6
西礪波郡 6 7 7 7

富山市 2 2 1 1 1 1 ユ 1 1 1 1

高岡市 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1
計 11 11 14 15 ！6 23 29 34 36 36 33

（注）富山県統計書巻之三より作成

この第2表から次の諾点が判明する。

①一貫して加設校の多かったのは東礪波郡であった。

②上新川郡は明治39年度，西礪波郡は明治41年度より加設し始めた。

③富山市の加設校数はほぼ一貫して変わらなかった。

④明治41年度以降，加設校は富山県の全地域に見られるようになった。

⑤地域別最大加設校数は，明治41年度の東礪波郡のものであった。

3．年度別に見た地域別加設科目の内容

さらに地域毎の加設科目の内容別表を年度別に表にしたものが第3表～第13表である。
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第3表 明治34年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡

中新川郡 1 1 （1）

下新川郡 1 1 （1）

婦負郡

射水郡 2 1 3 （2）

氷見郡

東礪波郡 2 1 3 （2）

西礪波郡

富山市 2 2 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 9 1 1 1ユ

（注）富山県統計書巻之三より作成

第4表 明治35年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡

中新川郡 1 1 （1）

下新川郡 1 1 （1）

婦負郡

射水郡 2 1 3 （2）

氷見郡

東礪波郡 3 3 （1）

西礪波郡

富山市 2 2 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 10 1 11

（注）富山県統計書巻之三より作成
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第5表 明治36年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡

中新川郡 3 3 （1）

下新川郡 2 2 （ユ）

婦負郡

射水郡 1 2 3 （2）

氷見郡

東礪波郡 4 4 （1）

西礪波郡

富山市 1 1 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 12 2 14

（注）富山県統計書巻之三より作成

第6表 明治37年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
」
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡

中新川郡 3 3 （1）

下新川郡 1 1 （1）

婦負郡 1 1 （1）

射水郡 1 2 3 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 1 1 2 4 （3）

西礪波郡

富山市 1 1
（ユ）

高岡市 1 1 （1）

計 5 3 1 2 3 1 15

（注）富山県統計書巻之三より作成
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第7表 明治38年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡

中新川郡 3 3 （1）

下新川郡 1 1 （1）

婦負郡 1 1 （1）

射水郡 2 2 4 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 1 3 4 （2）

西礪波郡

富山市 1 1 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 4 4 1 3 4 16

（注）富山県統計書巻之三より作成

第8表 明治39年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 2 1 3 （2）

中新川郡 2 2 4 （2）

下新川郡 1 1 2 （2）

婦負郡 1 1 （1）

射水郡 1 1 3 5 （3）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 1 4 5 （2）

西礪波郡

富山市 1 1 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 4 2 2 12 3 23

（注）富山県統計書巻之三より作成
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第9表 明治40年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 1 1 2 （2）

中新川郡 2 2 4 （2）

下新川郡 2 2 4 （2）

婦負郡 1 1 2 （2）

射水郡 3 2 5 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 2 2 4 （2）

西礪波郡

富山市 1 1 （1）

高岡市 6 6 （1）

計 10 1 6 8 4 29

（注）富山県統計書巻之三より作成

第10表 明治41年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 2 1 1 4 （3）

中新川郡 3 3 （1）

下新川郡 2 1 3 （2）

婦負郡 2 1 3 （2）

射水郡 1 1 2 4 （3）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 8 8 （1）

西礪波郡 6 6 （王）

富山市 1 1
（ユ）

高岡市 1 1 （1）

計 11 5 2 4 12 1 34

（注）富山県統計書巻之三より作成
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第11表 明治42年度地域別加設科目内容表

　
　
科
　
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 2 1 1 4 （3）

中新川郡 4 4 （1）

下新川郡 1 2 1 4 （3）

婦負郡 1 2 1 4 （3）

射水郡 1 4 5 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 1 4 5 （2）

西礪波郡 1 6 7 （2）

富山市 1 1 （1）

高岡市 1 1 （1）

計 2 3 1 6 23 1 36

（注）富山県統計書巻之三より作成

第12表 明治43年度地域別加設科目内容表

　
科
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 2 1 1 4 （3）

中新川郡 2 2 4 （2）

下新川郡 1 2 1 4 （3）

婦負郡 1 3 4 （2）

射水郡 1 3 4 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 2 4 6 （2）

西礪波郡 1 6 7 （2）

富山市 1 1 （1）

高岡市 1 1
（工）

計 3 1 6 22 4 36

（注）富山県統計書巻之三より作成
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第13表 明治44年度地域別加設科目内容表

　
科
目
地
区
名

英語

手
工
英
語

商
業
英
語

農
業
英
語

農
業
商
業
英
語

手
工
農
業
英
語

手
工
商
業
英
語

手
工
農
業
商
業
英
語

計

組
合
せ
数

上新川郡 2 2 4 （2）

中新川郡 2 1 3 （2）

下新川郡 1 2 3 （2）

婦負郡 3 3 （1）

射水郡 1 3 4 （2）

氷見郡 1 1 （1）

東礪波郡 1 5 6 （2）

西礪波郡 1 6 7 （2）

富山市 1 1
（ユ）

高岡市 1 1
（ユ）

計 2 2 5 22 2 33

（注）富山県統計書巻之三より作成

第3表～第13表で判明する傾向ないし特徴として，

①富山市はほとんどずっと「商業・英語」であった。

②高岡市はほぼ「手工・英語」であった。

③11ヶ年間に英語と一緒に加設された科目の順位は，

上新川郡　　手工＞農業

申新川郡　　手工＞農業＞商業

下新川郡　　手工＞農業＞商業

婦負郡　　農業＞手工

氷見郡　　農業＞手工

西礪波郡　　農業＞手工

東礪波郡　　農業＞手工＞商業

射水郡　農業＞手工＞商業

　となっており，富山市をのぞくと，手工＞農業と，農業＞手エタイプとに分かれているのがわ

かる。いずれにせよ以上のような諸点の概要を通して，明治期初等教育に於ける富山県下の英語

教育が神奈川県下のものと同様，実用主義的見地から実施されていたこと，地域差が見られるこ

と，年度による加設数差の変動が見られること等の特色を見いだすことが出来る。
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〔注〕

（1）富山県統計書 巻之三（明治34年度～明治44年度）国立国会図書館所蔵
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